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Abstract：The purpose of this paper is to examine the charactistics of the Intellectual structure 
of developmentally disabled children byconducting WISC-Ⅲ intelligence test for 32 patients, 
consisting of 15 of Asperger’s disorder, 17 of high functioning autism. The examination is to 
anaiyse in IQ, Group index, verbal IQ, action IQ, the score of intraindividual diﬀerence.
　The result shows both of them have an average intellectual ability. Verbal IQ is superior to 
active IQ for the patients of Asperger’s disorder, on the other hand active IQ is superior to verbal 
IQ fot the patients of high functioning autism.
　In group index, Asperger’s disorder patients have high ability to understand languages and low 
integrated capability of perception and high functioning autism patients caused the opposite result. 
As for the grade point of intradividual diﬀerence they are characterized by a big diﬀerent degree 
of ability and low ability of understanding.
　As a result, both disabilities get an imbalance in intellectual structure and Cause the symptoms 
of hyperactivity disorder and obsession.


















































































































優秀 優 中止 中 中下 境界線 下
計
平均
130以上 120‒129 110‒119 90‒109 80‒89 70‒79 69以下 IQ
????????
全IQ
　 1 2 10 2 　 15
100.4
　 　（6.7） （13.4） （66.6） （13.4） 　 （100）
言語性IQ
　 3 　 11 1 15
103.4
　 （20.0） 　 （73.3） （6.7） （100）
動作性IQ
　 1 1 7 5 1 15
96.9
　 　（6.7） （6.7） （46.6） （33.3） （6.7） （100）
????????
全IQ
　 1 8 7 1 　 17
90.4
　 （5.9） （47.0） （41.2） （5.9） 　 （100）
言語性IQ
　 6 5 5 1 17
85.8
　 （35.3） （29.4） （29.4） （5.9） （100）
動作性IQ
　 3 9 4 1 17
97.6
　 （17.7） （52.9） （23.5） （5.9） （100）




優秀 優 中止 中 中下 境界線 下
計 平均指数
130以上 120‒129 110‒119 90‒109 80‒89 70‒79 69以下
????????
言語理解
1 1 　 10 2 1 15
100.3
（6.7） （6.7） 　 （66.6） （13.4） （6.7） （100）
知覚統合
　 3 6 3 2 1 15
93.2
　 （20.0） （39.9） （20.0） （13.4） （6.7） （100）
注意記憶
１ 1 　 11 1 1 15
102.3
（6.7） （6.7） 　 （73.2） （6.7） （6.7） （100）
処理速度
　 2 ３ 5 2 2 1 15
98.0
　 （13.4） （20.0） （33.1） （13.4） （13.4） （6.7） （100）
????????
言語理解
　 7 4 4 2 17
85.8
　 （41.2） （23.5） （23.5） （11.8） （100）
知覚統合
　 6 8 2 1 17
101.1
　 （35.3） （47.0） （11.8） （5.9） （100）
注意記憶
　 1 7 3 5 1 17
89.5
　 （5.9） （41.2） （17.6） （29.4） （5.9） （100）
処理速度
　 ２ 8 3 3 １ 17
91.4
　 　（11.8） （47.1） （17.6） （17.6） （5.9） （100）






























































































7 7 8 8 10 6 12 8 10 12 7 7
（46.6） （46.6） （53.4） （53.4） （66.6） （40.0） （70.6） （47.1） （58.8） （70.6） （41.2） （41.2）
13未満
8 8 7 7 5 9 5 9 7 5 10 10
（53.4） （53.4） （46.6） （46.6） （33.4） （60.0） （29.4） （52.9） （41.2） （29.4） （58.8） （58.8）
計
15 15 15 15 15 15 17 17 17 17 17 17
（100） （100） （100） （100） （100） （100） （100） （100） （100） （100） （100） （100）
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10.2 10.8 10.6 10.9 8.9 10.1 8.9 9.5 10.1 9.1 8.4 9.7
← 平均評価点10.3 → ← 平均評価点9.3 →
±3点未満
15 15 13 10 11 11 10 10 13 13 14 12
（100） （100） （86.6）（66.6）（73.3）（73.3）（66.6）（66.6）（86.6）（86.6）（93.3）（80.0）
+3点以上
1 3 2 1 3 2 1 2
（6.7） （20.0） （13.4） （6.7） （20.0）（13.4） （6.7） （13.4）
－3点以上
1 2 4 2 4 2 1 1 1




8.1 8.3 8.0 7.9 6.4 8.5 9.9 7.7 10.5 10.8 9.5 9.2
← 平均評価点7.9 → ← 平均評価点9.6 →
±3点未満
14 11 10 15 12 14 14 13 10 10 16 16
（82.4）（64.8）（58.8）（88.2）（70.6）（82.4）（82.4）（76.5）（58.8）（58.8）（94.1）（94.1）
+3点以上
1 4 4 1 2 2 6 7 1
（5.9） （23.5）（23.5） （5.9） （11.7）（11.7） （35.3）（41.2） （5.9）
－3点以上
2 2 3 1 5 1 1 4 1 1
（11.7）（11.7）（17.7） （5.9） （29.4） （5.9） （5.9） （23.5） （5.9） （5.9）
（   ）%
18
特に高機能自閉性障害は，絵画配列，積木模様の問題
にプラスの個人内差が大きいことが特徴である。
Ⅳ　ま と め
　本研究は，アスペルガー障害と高機能自閉性障害
の知的構造の異同を調べるため，32名の小・中学生に
WISC-Ⅲ知能検査を実施した。その結果は，次のとお
りである。
１ 　両障害の知能程度は，アスペルガー障害の平均
IQ100.4，高機能自閉性障害の平均IQ90.4で中段階
である。発達障害の種別の中で，知能程度が高いの
はアスペルガー障害である。アスペルガー障害は，
動作性検査（平均IQ96.9）より言語性検査（平均
IQ103.4）が優位である。また，高機能自閉性障害
は，言語性検査（平均IQ85.8）より動作性検査（平
均IQ97.6）が優位である。
２ 　両障害の群指数は，アスペルガー障害４群の平
均指数は98.5，高機能自閉性障害４群の平均指数は
92.0で，両障害とも中段階である。４群の中ではア
スペルガー障害は，言語理解能力の指数が高く，知
覚統合能力の指数が低いのに対し，高機能自閉性障
害は知覚統合能力が高く，言語理解能力が低いこと
である。
３ 　両障害の評価点は，両障害とも理解問題（言語性
検査）の評価点が低い。アスペルガー障害の評価点
は，単語問題10.9，類似問題10.8，算数問題10.6，
知識問題10.2，数唱問題10.1，理解問題8.9の順で
高いのに対し，高機能自閉性障害は数唱問題8.5，
類似問題8.3，知識問題8.1，算数問題8.0，単語問
題7.9，理解問題6.4の順で高く，両障害の評価点の
順位が正反対である。
４ 　評価点の個人内差は，両障害とも大きい。アスペ
ルガー障害は12名（80%），高機能自閉性障害は17
名（100%）の全員に個人内差が見られる。両障害
ともにバランスの悪い知的構造が窺われる。
　 　個人内差では，アスペルガー障害は動作性の評価
点，高機能自閉性障害は言語性の評価点に個人内差
が多く，アスペルガー障害は動作性能力，高機能自
閉性障害は言語性能力に多くの問題が窺われる。
５ 　群指数間の個人内差では，アスペルガー障害は知
覚統合群と処理速度群，高機能自閉性障害は言語理
解群と知覚統合群，知覚統合群と注意記憶群に個人
内差が大である。しかし，両障害とも注意記憶群と
処理速度群に個人内差が少ないことが特徴である。
　上記の結果から，両障害の知能は正常である。知能
構造は両障害ともに理解能力が低く，個人内差の大き
いことが特徴である。両者ともに常識・推理・判断等
の能力が低く，行動上の問題や興味等の知的偏りが顕
著である。両障害の相異点は，アスペルガー障害は言
語理解能力が高く，知覚統合能力が低い。一方，高機
能自閉性障害は知覚統合能力が高く，言語理解能力が
低いことである。また，アスペルガー障害は，言語性
知能の優位に対し，高機能自閉性障害は動作性知能が
優位なこと等，両障害の知的構造に相違点があること
が明らかになった。
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